
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月３０日（月）発行 

旭川市立緑が丘小学校 学校通信 学校教育目標 

考える子ども 

豊かな子ども 

強い子ども 

       

 

旭川市立緑が丘小学校長  内藤 奏子 
 

夏休みから 9 月初めにかけてパリオリンピック・パラリンピックが開催され，感動と勇気を

もらいました。緑が丘中学校出身でバスケットボール女子に出場した町田瑠唯選手の活躍，そ

して金メダルを手にした陸上・女子やり投げの北口榛花選手の快挙には，旭川市民として誇ら

しい気持ちになりました。 

東京オリンピック後に函館出身の車いすラグビーの池崎大輔選手の講話を聞く機会があり，

「私の首にさげてくださった銅メダルがとても重かったので驚いたこと，そして誰よりも努力

家で前向きな生き方をしている人だ」とその時のことを子どもたちに話をし，パラスポーツに

も興味をもてた様子がうかがえました。 

9 月は更にスポーツ関連のうれしい出来事がありました。レバンガ北海道の折茂武彦社長と

前田建設工業株式会社のご厚意により，旭川市内小学校へバスケットボールの寄贈があり，代

表として本校で贈呈式が行われました。児童会が企画した折茂社長とマスコットキャラクター

のレバードとのシュート対決も行い，誰に対しても大きな声援を送る子どもたちの姿に，心が

温まりました。 

式典では，本校の学校目標に掲げられている「考える子ども」の「考える」ことの大切さを，

前田建設北海道支店長の土屋健様，折茂社長も同様にお話してくださいました。授業で勉強す

ることだけではなく，スポーツでも常に「考える」ことが大切，親しい友達とでも「考え」て

過ごすこと，「考える」とは生きていくうえで重要なことだとお話をしてくださいました。 

9 月 19 日にアメリカ大リーグ史上初の１シーズンでホームラン 50 本，５０盗塁を達成し

たドジャースの大谷翔平選手は，今も記録を伸ばしています。あるスポーツニュース解説者は

「何十年後もこの記録は破られないだろう。それは彼が試合内容・結果や自分の体調を常に細

かに分析して，今の自分に必要なことを心と体に課し，それを日々やりこなしているからだ。

それができるのは大谷翔平しかいない」と報じていました。偉業とは正にこのことなのだと，

改めて深く感じ入りました。 

心を動かされる様々なスポーツに始まった 2 学期ですが，スポーツ以外にも心が温まる場面

がありました。文化庁が後援し，一般財団法人舞台芸術センターと劇団四季が主催する「ここ

ろの劇場」が，毎年，6 年生を対象に実施されています。上演される文化会館まで路線バスを

利用するのですが，そのバスの中で，本校の 6 年生は一般の方が乗車すると席を譲る行為がで

きることに，演目の「ガンバの大冒険」よりも感動しました。 

さて，10 月４日に道徳教育の北海道大会が本校で行われます。「特別の教科 道徳」は，内

容項目「自分自身に関すること」「他の人との関わりに関すること」「集団や社会との関わり

に関すること」「集団や生命や自然や崇高なものとの関わりに関すること」の４つを挙げ，道

徳性を養うことを目標としています。本校で開催されることを良い機会として，子どもたちが

より深く考え，心身ともにしなやかな強さをもち，心が一層豊かになることを願います。 

 
                                                                                                                            

                                                                                                                            



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０年程前に本校に通っていて，現在はアメリカ
で医師としてお勤めされている まやみ（アニカ ノ
ワラ ホッサイン）さんが，７月に本校を訪れました。
校舎内を周り当時と変わらないことに懐かしさを感 

                                                                                                                            

                                                                                                                            

1 火 朝会　PTA交通安全街頭指導　ミシン手伝いボランティア

2 水 読み聞かせ⑤

3 木 道徳研究大会前日準備（４時間授業）　ミシン手伝いボランティア

4 金 道徳研究大会（臨時休校）

7 月 学習発表会特別時間割開始

8 火 臨時休業日（旭川市教育研究大会）

10 木 委員会⑥

11 金 下校時 巡回指導ボランティア

12 土 丘の上ふれあい音楽祭

14 月 スポーツの日

校内絵画・版画（～11/12）視力検査(１・２・３年）

ガラス拭きボランティア①

16 水 視力検査(４・５・６年）

18 金 ガラス拭きボランティア②

21 月 ガラス拭きボランティア③

23 水 学習発表会（総練習）

25 金 諸費振替日

26 土 学習発表会（一般公開）

28 月 振替休業日

29 火 読書月間（～11/15）

15 火

右の２次元コードまたは，児童が保健室
前の相談ボックスでも申し込むことがで
きます。 

レバンガ北海道，前田建設工業株式会社より，
旭川市の各小学校へバスケットボールの寄贈があり
ました。旭川市の小学校を代表して本校で贈呈式を
行いました。レバンガ北海道の折茂社長を目の当た
りにし，子どもたちは初め緊張した様子でしたが，
児童会企画のシュート対決になってからは，代表児
童チームとレバンガチームの勝負に大歓声をあげ，
楽しく参加していました。 

１年 動物園子ども牧場（バスレンタル事業） 
２年 まち探検 
３年 果樹園の方のお話  消防教室 
４年 富良野自然塾 
５年 箏の体験学習 
６年 ミュージカル鑑賞教室，工事現場見学会 

 

《登校時 交通安全ボランティア》 
１０月１日(火)  7：35～8：00 頃で都合がつく時間帯 
《下校時 巡回指導ボランティア》 
１０月１１日(金) 14:30 頃～ 都合がつく時間帯に 
《ガラス拭きボランティア》 
１０月１５日(火)，１８日(金)，２１日(月) 
         15：30～16：00 親子で参加可 
《家庭科ミシン手伝いボランティア》 
１０月１日(火)，１０月 3 日(木)  3・４校時 
 

３年生 南消防署の方が来て，
放水体験などを行いました。 

５年生 箏の演奏を通して日本
文化のよさに触れました。 

北海道教育大学釧路校 3 年

生の島田真琴さんと加藤輝さ

んが５週間の教育実習に来ま

した。6 年生を中心に授業を

したり，緑小っ子と交流を深

めたりしました。 

７月の各学年のプール学習や夏休みのプール開放

時に，「プールの見守りボランティア」，また 8月 11

日(日)には地域の安全見守り活動「愛のパトロール」

にご協力いただきました。夏の暑い中でしたが，子ど

もたちの安心や安全につながる各ボランティア活動

へのご協力をいただきありがとうございました。 

じておられました。 
緑小っ子の読書活

動がより活発になる
ようにと２７冊の本
を寄贈していただき
ました。 

9 月は，下記のように，総合的な学習の時間や国
語科，生活科などで，出前授業や校外学習を通して，
講師をお招きして貴重なお話を聞いたり，実際に体
験したりしながらどの学年も学びを深めました。 

9 月 7 日(土)に「親子で防

災！」がグリンパルで行われ

ました。緑が丘小から多数ご

参加いただき，晴天の中実施

することができました。あり

がとうございました。 


